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大阪樟蔭女子大学研究紀要第 2 巻（2013） 研究論文  
幼児期における音楽的諸要素の認識の変容 
―音楽素質診断テストを手がかりとして― 
 
児童学部 児童学科 佐野 美奈 
 
要旨：この研究の目的は、2011 年度に行った音楽テストの結果を分析することを通して、幼児期における音楽的諸要
素の認識の変容について一考察を加えることである。71 名の保育園 4 歳児と 69 名の保育園 5 歳児に対して、2011 年
5 月と 2012 年 3 月の 2 回、音楽テストを実施した。その結果、4 歳児と 5 歳児の発達による差異と、各年齢の 2 回の
テスト間における 1 年間の成長の差異が、明らかになった。 
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Ⅰ 研究の経緯 
 筆者は、幼児期の発達的特徴である劇化を生かした
音楽的表現育成プログラムの実践を、保育園の 3 歳児、
4 歳児、5 歳児に対して 3 年間行ってきた 1) 。その音楽
的表現育成プログラムは、「1. はじめの活動」「2. は
じめの活動からパントマイムへ」「3. 即興表現からス
トーリー創造・劇化へ」「4. ストーリーの劇化」とい
う 4 段階から成る活動である。筆者は、その理論モデ
ルを、ドラマ教育研究者の Bolton , G. (1979, 1982, 
1988)  2)  3)  4) の劇化指導法に依拠し、実践モデルについ
ては、 劇化 と音楽 の統 合 を図った Rubin, J., & 
Merrion , M.(1996a, 1996b) 5)  6)  を参照して考案した。
その音楽的表現育成プログラムは、名前ゲームや日常
生活経験における音への気づきから次第にリズムパタ
ーンの感受やリズムの対話活動、クリエイティブ・ム
ーブメント、ドラマティック・プレイへと進んで音楽
経験と統合され、クリエイティブ・ドラマへの展開過
程を経験するものとなっている。そこで方向づけられ
るストーリー性による動機づけによって、子ども達の
音楽経験が促進される。結果的に、子ども達は、音楽
的諸要素の認識へと向かうことになる。この音楽的表
現育成プログラムの特徴は、子どもの自発的表現を導
くと同時に、音楽的諸要素の認識を目的としたところ
にある。また、その実践過程を重ねるにしたがって、4
段階のうちの様々な活動段階間の移行が、一つの活動
においても生じ、保育者の実践に対する意識も変容す
るといった効果も見られた。その結果、3 年間の実践
過程における事例の分析考察を通して、3 歳児に特徴
的な変容は、身体音によるリズムの表現に見られ、リ
ズムパターン形成の特徴的な変容は 4 歳児に生じてい
ることが明らかになってきた。それは、「動きの要素」
「表象化の要素」「音楽の要素」を分析考察の視点とし、
「音楽の要素」を Rubin & Merrion による理論的枠組
みで、「動きの要素」と「表象化の要素」を主に Bolton
の劇化指導法による理論的枠組みによって、幼児の音
楽的表現の変容を捉えようとした分析考察によるもの
であった。そして、それらの実践過程における活動の
変容を辿り、実践モデルを見い出してきた。しかしな
がら、この実践過程に対する評価は、担当保育者の自
己評価と実践園内での評価であり、客観的な尺度を用
いたものではなかった。それは、幼児の音楽的表現を
捉える理論的な方法が先行研究においてもあまり検討
されてこなかったためであり、幼児の音楽的表現は量
的に捉えにくいと考えられたためでもある。 
 そこで、筆者が音楽的諸要素の認識の視点から幼児
の音楽的表現を捉える方法を検討していく上で手がか
りとしたのは、音楽素質診断テストであった。ここで
は、幼児の音楽的表現における音楽的諸要素の認識の
変容を捉えるために、音楽素質診断テストを参照した
経緯を明らかにした上で、保育園 4 歳児と 5 歳児に行
った音楽テストの実施結果について考察したいと考え
る。 
 
Ⅱ 音楽能力テストに関する先行研究の検討 
 音楽能力テストには、シーショア音楽才能検査
（Seashore Measures of Musical Talent, 1919） 7)  8) 、
ドレーク音楽適性検査（Drake Musical Aptitude 
Test, 1932） 9)  10) 、ウィング標準音楽知能検査（Wing 
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Standardised Tests of Musical Intelligence） 11) 、ゴ
ードン音楽適性検査プロファイル（Gordon Musical 
Aptitude Profile, 1965） 12)  13) 、ベントレー音楽能力検査
（Bentley Measures of Musical Abilities, 1966） 14)  15)  
などがある。 
 日本で開発されたものの中には、「音研式 幼児音楽
適性テスト」（1966） 16)  17) 、「田研式 音楽素質診断テ
スト」（1953） 18) 等が挙げられる。それぞれ、音楽的
諸要素の認識度を個々に測定し、音楽に優れた適性を
持つ子どもや音楽的諸要素に関するその認識度を明ら
かにしようとしたものである。さらに、それらの音楽
能力テストの調査結果から、子どもの音楽能力の発達
における水準を見い出そうとされていた。 
 それらにかかわる先行研究には、「音研式 幼児音楽
適性診断テスト」を幼児から就学期の子どもまでを対
象に行った調査結果を分析して、その発達的特徴を抽
出したものがいくつか見られる。それには、長谷川
（2009） 19) の調査による幼児の音楽的諸要素の認識度
に関する発達的特徴の抽出、岡山（1995） 20) によるテ
スト項目間の関係性の検討、黒瀬（1991） 21) による幼
稚園児から小学校 1 年生までの音楽能力の発達過程に
関する研究が挙げられる。また、神林ら（2003） 22) に
よる音楽指導前後の「音高識別テスト」「音記憶テスト」
の調査研究や大山（1988） 23) の学齢期前音楽基礎能力
テストによる身体的運動のバランス、リズム感、耳の
基礎的な発達研究もある。 
 長谷川（2009）は、4 歳児 32 人、5 歳児 40 人にそれ
を行った結果、年齢による発達段階の差はあまり見ら
れず、単音より和音を聞き取りやすいと幼児が感じて
おり、男女の能力差は見られなかったと報告している。
岡山（1995）は、テスト項目間において「音感に関す
る能力」「音を弁別する能力」「表現力に関する能力」
の 3 因子を抽出している。黒瀬（1991）は、各設問に
対する正答率とその年齢に伴う変化を調べた結果、強
弱の弁別と鑑賞能力、音色、和音について小学校 1 年
生でこのテストが求める水準に到達し、単音の高低の
識別は小学校 1 年生より遅い段階に到達し、リズムの
理解やメロディの高低の弁別や開離和音の弁別も同様
に遅い段階で到達すると考えた。 
 神林ら（2003）は、音楽指導の有効性を音高識別テ
ストの結果に見い出し、「音記憶テスト」で得点に変化
は認められなかったことから、少しずつ旋律を長くし
ていく方法に指導法の可能性を求め、大山（1988）は、
実態調査によって幼児の発達的特徴として、音の長短
識別力や音高識別力はほぼ全幼児に認められたが、音
高再現では、聴覚だけの場合に再現困難な幼児が 50％
強と、リズム感よりも感覚面と機能面との不均衡差が
大きい結果となったことを示している。 
 さらに、栗原（1973） 24) のように、普通児と薄弱児
に対して比較研究するために「田研式 音楽素質診断
テスト」を行い、普通児ではほとんど相関がないのに
対して、精神薄弱児について特に、強弱判断、数・長
短判断、リズム判断と IQ とはかなりの相関があるこ
とを示している。 
 一方、「田研式 音楽素質診断テスト」（1953）につ
いては、それを作成した茂木ら（1955） 25) が、音楽素
質診断テストを約 20 名のグループで３つの幼稚園児
に行い、高低弁別・数・長短・協和が比較的下位を示
し、強弱、リズム、表現鑑賞が上位を示したという調
査研究について述べている。それによれば、得点率の
高かった領域は、速度比較（99％）、音群全体の強弱
（93％）、演奏中の強弱判断（86％）、協和美醜の判断
（86％）、旋律的表現に対する審美的判断（79％）、リズ
ムに対する反応ならびに弁別（77％）、鑑賞力の程度
（72%）、等が挙げられる。感受を主として処理できる
内容が得点率が高く、音符の習得が必要とされる問題、
複雑な重奏の問題は幼児には理解しにくかったようで
ある。内部相関は低く、特に高低弁別と各下位テスト
との相関は低かったということである。しかし、これ
には、幼児が何歳児か示されていない。彼らは、「田研
式 音楽素質診断テスト」の意義を、茂木(1955)「田
研式音楽素質診断テストにおける音楽素質と測定尺
度」 26) において示している。茂木は、素質について、
物理的な量と質における質を意味するものではなく、
同時に量的に変化する傾向を含んだものであると捉え
ている。茂木は、音の感受性に重点を置いて、①音の
高低弁別、②音の強弱弁別、③音の数と長短の判別、
④音のリズム判断、⑤音の協和判断、⑥簡単な旋律に
よる表現と鑑賞、⑦音の記憶といった 7 要素について、
子どもの音楽的素質診断を試みた。音に対する記憶の
能力は、音楽素質にとって決定的な条件であるとも言
える。テストの標準尺度については、幼稚園児は主と
して東京都内で知能水準が東京都平均とされる幼稚園
を想定して作っているということであった。同年には、
また、守屋ら（1955） 27) が、その「音楽素質診断テス
ト」について、音楽的環境による 3 段階で分類した対
象 5 歳児のテスト結果と WISC 全検査 IQ との相関を
見い出し、知能と音楽能力との関係性を明らかにしよ
うと試みた。その結果、最も音楽的環境に恵まれた少
数の対象児についてのみ、動作性 IQ について高い相
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関が見られたことを明らかにした。 
 この「田研式 音楽素質診断テスト」は、幼児から
就学期の高校生に至るまでに行うことができ、「音の
強弱」「音の数・長短」「リズム」「音の高低」「協和」
「表現・鑑賞」という 6 項目の下位テストの粗点と、そ
れらの合計得点から音楽素質段階を調べようとするも
のであった。 
 下位項目のテストは 5 段階評価、音楽素質段階は 7
段階の評価となっている。下位項目のテストの段階評
価は、音楽的表現に対する興味や感情と理解度につい
て大きく発達しているか否かに 2 分されている。また、
それぞれの下位項目のどの領域が良いかどうかによっ
て個別の音楽素質の特徴を捉えることも可能であると
される。一方で、作成者は、音楽の才能は訓練や指導
といった後天的な要因が強いものであり、素質を診断
することがその子どもの能力を既定するものではない
と捉えているようである。 
 現代の音楽的表現に関する捉え方を考えると、こう
した「田研式 音楽素質診断テスト」の特徴から、音
楽的諸要素とそれらを同時に感受する「表現・鑑賞」
における音楽的想像力についても測定できると推察さ
れた。この診断テストを参照して作成した音楽テスト
を用いて、音楽的表現における音楽的諸要素の認識度
の測定を行うことができると考えられた。 
 
Ⅲ 音楽テストの実施 
  －研究の目的と方法－ 
 この研究の目的は、「田研式 音楽素質診断テスト」
を参照して作成した音楽テストを 4 歳児と 5 歳児に年
度初頭と年度末との 2 回実施して、その結果を分析す
ることにより、幼児期における音楽的諸要素の認識の
変容について考察することである。そして、量的な測
定法の可能性を探っていきたいと考える。 
 そのために、筆者による音楽テストを、大阪府内の
保育園児 133 人（４歳児 71 人、5 歳児 62 人）に行い、
音楽的表現にかかわる諸要素の認識度を測定し、まず、
幼児の実態を把握しようとした。 
 対象保育園児の内訳は、I 保育園 58 人（４歳児 34
人、５歳児 24 人）、K 保育園 30 人（４歳児 15 人、５
歳児 15 人）、U 保育園 45 人（４歳児 22 人、５歳児 23
人）であった。そのうち、I 保育園と U 保育園は、遊
びを中心とした園であり、園の方針や活動形態、環境
も類似している。K 保育園は、モンテッソーリ教育を
導入しており、縦割り保育、個別の感覚教具による活
動が多いが、音楽的表現については特にモンテッソー
リ音楽が実践されているわけではない。 
 次に、音楽的表現育成プログラムを実践する前と実
践開始 1 年後の調査結果を比較するために、この活動
プログラムを実践する園と実践しない園を決めた。そ
のうち、音楽的表現育成プログラムを実践された経験
のある U 保育園においてのみ、再度 2011 年 5 月から
その活動プログラムを実践した。 
 そうして、保育形態の異なる園も含めた中での、幼
児の音楽的表現にかかわる音楽的諸要素の認識度の変
容を、約 1 年後に再度音楽テストによって測定しよう
とした。ただし、ここでは、4 歳児全体と 5 歳児全体
についてのみ、結果の分析と考察を行う。 
 
⑴ 調査実施の日時 
＜1 回目＞ 
Ｕ保育園：2011 年 5 月 16 日 10：30～11：30 
Ｉ保育園：2011 年 5 月 18 日 15：30～16：30 
Ｋ保育園：2011 年 6 月 10 日 10：00～11：00 
     と 11：00～12：00 
＜2 回目＞ 
Ｕ保育園：2012 年 3 月 26 日 9：30～10：30 
Ｉ保育園：2012 年 3 月 16 日 10：00～11：00 
     と 11：00～12：00 
Ｋ保育園：2012 年 3 月 22 日 9：30～10：30 
 
⑵ 対象児 
＜1 回目＞ 
Ｕ保育園：45 人（4 歳児 22 人、5 歳児 23 人） 
Ｉ保育園：58 人（4 歳児 34 人、5 歳児 24 人） 
Ｋ保育園：30 人（4 歳児 15 人、5 歳児 15 人） 
＜2 回目＞ 
Ｕ保育園：41 人（4 歳児 20 人、5 歳児 21 人） 
Ｉ保育園：60 人（4 歳児 34 人、5 歳児 26 人） 
Ｋ保育園：27 人（4 歳児 15 人、5 歳児 12 人） 
 
⑶ 実施方法 
 音楽テストを各園の 4 歳児、5 歳児に対して約 1 時
間で行った。「音の強弱」「音の数・長短」「リズム」「音
の高低」「協和」「表現・鑑賞」という 6 項目の下位テ
ストの粗点と、それらの合計得点から音楽的諸要素の
認識に関する発達状況を調べようとした。それらのテ
スト項目は、「音の強弱」10 項目、「音の数・長短」10
項目、「リズム」10 項目、「音の高低」20 項目、「音の
協和」10 項目、「表現・鑑賞」となっている。下位項
目のテストの評価は、音楽的表現に対する興味や感情
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と認識度について用いられる。 
 同一のテストを同じ手順で、前述Ⅲ(1)の２回ずつの
日時に行った。 
 
Ⅳ 結果と考察 
1. 音楽的諸要素の関係性について 
 ここでは、2011 年 5 月 16 日から 6 月 10 日までに行っ
た第 1 回目の音楽テストの調査結果について考察する。
まず、4 歳児と 5 歳児の調査結果から、定量的分析を
行い、幼児の音楽的諸要素の捉え方について述べる。 
 ４歳児と 5 歳児の個別データから、音楽テストにお
ける音楽的諸要素がどのように捉えられるかについ
て、各諸要素の特性抽出を試みた。表 1 は、4 歳児と
５歳児の 1 回目のテストの記述統計量を示している。 
 
表１ 記述統計量 
下位項目 平均値 標準偏差 
強  弱 
数 長 短 
リ ズ ム 
高  低 
協  和 
表現鑑賞 
6.9774 
5.6015 
4.1504 
4.2218 
4.3910 
3.8797 
2.02434 
1.57605 
1.86066 
1.90634 
2.53112 
2.41221 
 
 さらに、調査の個別データから上記の下位 6 項目に
関する主成分分析を行い、第 3 主成分まで抽出した。
説明された分散の合計によれば、第３主成分までで
76.352%の説明力があり、第１主成分 50.895％、第２主
成分 15.052％、第 3 主成分 10.405％である。各データ
と主成分得点係数行列から、第 1 主成分に関しては、
全ての下位６項目で類似した正の因子負荷量が見ら
れ、「音楽表現の総合性」であると推定された。第２主
成分に関しては、強弱、数長短と大きな正の因子負荷
量があり、高低、表現鑑賞には負の因子負荷数が生じ
ていることから、「相対的・数の規則性」であると推定
された。第 3 主成分に関しては、強弱に正の大きな因
子負荷量があり、数長短に負の大きな因子負荷量、続
いてリズムや表現鑑賞にも負の因子負荷量が見られた
ことから、「音色の多様性」であると推定された。そし
て、相関行列から、高低と協和（.618）、高低と表現鑑
賞(.568)、協和と表現鑑賞（.519）に比較的強い関係性
が見られた。つまり、音色の感受が表現鑑賞の判断に、
より関係性が強いと捉えることができるだろう。 
 また、平均連結法を用いたクラスター分析によれば、
図 1 のようなデンドログラムが生じた。図 1 に示した
とおり、4 歳児、5 歳児の音楽表現に関する下位 6 項目
の認識において、リズム、高低、協和、表現鑑賞と、
強弱、数長短に 2 分されていることがわかる。このこ
とから、4 歳児、5 歳児の音楽表現に関する認識は、リ
ズムと音の明確な高低の認識や音色の感受に依拠して
いる部分があり、中でも、リズムと高低の距離が最も
近く、それに音色が加わったものを音楽表現という包
括的な感じ方で捉えていると考えられる。一方で、音
の強弱、数・長短は、規則性や相対的な捉え方として、
認識されていることがわかる。 
 このように、４歳児、5 歳児にとっての音楽表現に
対する認識は、リズムと音色がより表現鑑賞の判断基
準となりやすく、数の規則性の側面は、別に感受され
るものであることが見い出された。 
 
 
図１ クラスター分析の結果 
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2. 幼児の発達状況による音楽的諸要素認識の差異に
ついて 
 Ⅳの 1 における幼児の音楽的表現の捉え方に関する
分析を踏まえて、次に、調査対象の実態について分析
考察する。なお、ここで示す下位 6 項目の平均点につ
いては 10 点満点で表す。一方、粗点合計は、各項目の
粗点を合計したものであり、70 点満点で表す。この方
法は、音楽素質診断テストの表示を参照したものである。 
 
（1）１回目の調査対象児全体 133 名（４歳児 71 人、５
歳児 62 人）の結果 
 ここでは、Ｕ保育園、Ｉ保育園、Ｋ保育園の統合し
た全体の調査結果について示す。4 歳児の 1 回目テス
ト結果全体と5歳児の1回目テスト結果全体について、
対応の無い粗点合計平均値の差の検定を行ったとこ
ろ、ウェルチの検定により、t=5.63、df=127.64、p＜.05
で統計上の有意差が見られ、5 歳児 1 回目テスト対象
者全体の粗点合計の平均値は、4 歳児 1 回目テスト対
象者全体のそれより高かった。 
 こうした分析結果に基づいて、4 歳児全体と 5 歳児
全体の各下位項目について、次に述べる。 
 表 2 は、全体 133 名における 4 歳児 71 名と 5 歳児
62 名の下位項目別平均得点と、粗点合計について示し
たものである。概ね、３つの保育園の発達状況に見ら
れたように、リズムの認識度が高く、協和以外につい
ては、4 歳児と 5 歳児との間にそれほど著しい差異が
見られたわけではなかった。 
 また、図 2 からは、4 歳児と 5 歳児の下位項目別点
数の偏りは類似していることが読み取れ、音の高低に
関してはあまり変化が見られていないことがわかる。
但し、強弱や数・長短をはじめとする他の下位項目に
は著しい伸びが見られ、粗点合計では、29.28 点から
38.26 点への伸びが見られた。 
 そして、図 3 は、粗点合計における、4 歳児と 5 歳
児の人数分布を示したものである。それによれば、平
均的な評価は 30 点以上 35 点未満にあり、それを境に
45 点以上 50 点未満まで 5 歳児が分布し、３段階以下
にほとんど 4 歳児が分布していることがわかる。ただ
し、5 歳児になっても 20 点未満に位置している子ども
も少数おり、その 3 名について個別の下位項目別推移
を見ると、音の協和や鑑賞・表現を中心として、リズ
ムや音の高低の認識ができなかったことがわかった。
保育園で他児と同様の音楽経験をしているにもかかわ
らず、それらにほとんど興味を持てずにいることが読
み取れる。 
 
 
表２ １回目テスト対象者の全体 下位項目別の点数と粗点合計 
 （1） 強弱 
（2） 
数・長短 
（3） 
リズム 
（4） 
高低 
（5） 
協和 
（6） 
表現・鑑賞 粗点合計 
4 歳児 X＿ 
   SD 
6.00 
1.94 
5.01 
1.66 
3.55 
1.66 
3.91 
2.13 
3.61 
2.40 
3.23 
2.28 
29.28 
10.54 
5 歳児 X
＿
 
   SD 
8.10 
1.47 
6.27 
1.16 
4.84 
1.85 
4.58 
1.56 
5.29 
2.39 
4.63 
2.36 
38.26 
7.79 
 
 
 
図 2     図 3 4 歳児と 5 歳児の粗点合計の人数分布 
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（2）２回目の調査対象児全体 128 名（４歳児 69 名、5
歳児 59 名）の結果 
 ここでは、2011 年度 3 月 16 日から 3 月 26 日にかけ
て行った、同一の音楽能力診断テストに関する 2 回目
の調査結果について分析・考察する。これらは、U 保
育園、I 保育園、K 保育園の統合した全体の調査結果
である。表 3 は、全体 128 名における 4 歳児 69 名と 5
歳児 59 名の下位項目別平均得点と粗点合計（70 点満
点）について示したものである。概ね、３つの保育園
の発達状況に見られたように、リズムと表現・鑑賞以
外では、４歳児と 5 歳児とにそれほど大きな差異は見
られず、粗点合計でも、その傾向は同様であった。 
 図 4 からもわかるように、２回目の保育園 4 歳児と
５歳児には、あまり差異がなく、リズムや表現・鑑賞、
強弱については 5 歳児の方が少し高得点であるが、協
和、音の数・長短といった下位項目については、ほと
んど変わらない。また、図 5 は、粗点合計における４
歳児と 5 歳児の人数分布であり、35 点以上 40 点未満
を基準として、それ以上の得点には 5 歳児の多くが、
それ以下には 4 歳児が分布している。 
（3）２回の調査結果の比較について 
 ここでは、1 回目と 2 回目との調査結果から両者の
推移を 4 歳児と 5 歳児について示す。 
  まず、4 歳児の 1 回目と 2 回目、および 5 歳児の１
回目と 2 回目のそれぞれのデータにおいて、2 回とも
音楽テストを受けた園児のみのデータを抽出し、対応
のある粗点合計平均の差の検定を行った。 
（3）－1 ４歳児における 1 回目テスト結果と２回目テ 
  スト結果との比較 
 表 4 に示した 1 回目テストと 2 回目テストの両方を
受けた4歳児60名の粗点合計について対応のある平均
の差の検定を行ったところ、t=8.03、df=59、p＜.05 で
統計上の有意差が見られ、2 回目の平均値が高いこと
が示された。 
 そうした結果に基づいて、４歳児における音楽テス
トの各下位項目における伸びについて考察すると、図
6 から、下位項目によっては、（5）協和や（6）表現・
鑑賞のように、１年間の伸びが大きいことがわかる。 
 
表３ ２回目テスト対象者の全体 下位項目別の点数と粗点合計 
 （1） 強弱 
（2） 
数・長短 
（3） 
リズム 
（4） 
高低 
（5） 
協和 
（6） 
表現・鑑賞 粗点合計 
4 歳児 X
＿ 
   SD 
7.28 
1.43 
6.97 
1.47 
5.19 
1.71 
4.96 
1.33 
5.93 
1.57 
5.32 
1.41 
35.53 
5.57 
5 歳児 X＿ 
   SD 
8.25 
1.35 
6.83 
1.45 
6.8 
2.0 
5.59 
1.20 
6.02 
2.04 
6.36 
1.90 
39.54 
6.32 
 
 
 
図 4     図 5 4 歳児と 5 歳児の粗点合計の人数分布 
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（3）－2 ５歳児における 1 回目テスト結果と 2 回目テ 
  スト結果との比較 
 表 5 に示した 1 回目と 2 回目の両方を受けた 5 歳児
51 名の粗点合計について対応のある平均の差の検定
を行ったところ、t=6.49、df=50、p＜.05 で統計上の有
意差が見られ、２回目の平均値が高いことが示された。 
 こうした結果に基づいて、４歳児における音楽診断
テストの各下位項目における伸びについて考察する
と、図７から、下位項目における（3）リズムや（6）
表現・鑑賞に、１年間の大きな伸びが見られることが
わかる。ただし、（1）強弱、（2）数・長短、（5）協和
については、あまり大きな変容は見られなかった。 
 
Ⅴ 考察のまとめ 
 ここで行った音楽テストは、これまで質的分析を行
った３歳児には実施されていない。テスト項目から、
４歳児以上でなければ、量的データにならないと判断
されたためである。また、４歳児においても、１回目
テスト結果では、テスト実施の環境が静謐であり、テ
スト項目理解に関する保育者の援助や、筆者による説
明があったにもかかわらず、なかなか正解に至らない
テスト項目があったことも事実である。しかし今回、
それは、音楽的諸要素や事象の概念に対する認識度の
個体差を表しているものと捉えた。 
 結果的には、４歳児よりも５歳児の方が、１回目テ
スト結果でも２回目テスト結果でも有意に得点が高か
った。また、４歳児の１回目テスト結果と２回目テス
ト結果との比較、および、５歳児の１回目テスト結果
と２回目テスト結果との比較では、４歳児と５歳児の
両方で、２回目テスト結果の方が有意に得点が高いこ
とがわかった。そのことは、幼児期における音楽的諸
要素の認識の変容が著しいことを示唆していると言え
よう。 
 そして、下位項目別では、音楽的諸要素を統合した
形で捉えなければ理解できない表現・鑑賞よりも、音
の強弱や数・長短、リズムといった数の規則性の方が、
幼児には認識されやすいという傾向が明らかになっ
た。それらは、Ⅳの１に示したように、表現・鑑賞に
ついては、音の高低や協和といった音色の感受が幼児
の判断基準となっていて、様々な音楽経験や音楽的諸
要素の認識の発達が必要であることを意味している。 
 ここでは、保育形態や保育方法の異なる３園を総合
した全体の結果のみの考察について示したが、別稿で
は、園別、保育方法による差異について比較分析して
 
 
表 5  5 歳児の 1 回目と 2 回目に関する粗点合計 
  平均値 N 
ペア 1 5 歳児1 回目 38.6471 51 7.39682 1.03576
 5 歳児2 回目 44.7451 51 6.37446  .89260
 
 
表４ ４歳児の１回目と２回目に関する粗点合計 
  平均値 N 
ペア 1 4 歳児 1 回目 28.9333 60 10.33485 1.33422
 4 歳児 2 回目 40.4167 60  5.53048  .71398
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いる。そのことによって、どのような保育方法が効果
的に幼児の音楽的諸要素の認識を促進するのか、実践
過程の理論的考察や評価の尺度について検討する可能
性を見い出すことができると考えられる。 
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Transformation of the Recognition of Musical Elements in Early 
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Abstract 
 
The purpose of this study is to consider about transformation of the recognition of musical elements in the 
early childhood through analyzing the result of the music test referred to the music quality diagnosis test that I 
performed in 2011. 71children of 5 years old and 69children of 4 years old took the music test in May, 2011 
and March, 2012. As a result, I found out a clear difference by the development between the 4-year-old 
children and the 5-year-old children, a difference of the one-year growth between the first time test and the 
second time test concerning both the 4-year-old children and the 5-year-old children. 
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